
　

次
年
度
、
同
校
で
は
コ
ー
ス
設
定
が
大
胆

に
変
更
さ
れ
る
。
音
楽
科
の
再
編
に
加
え
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
」（
G
コ
ー

ス
）
を
新
設
し
、
中
学
、
高
校
そ
れ
ぞ
れ
30

名
を
募
集
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
学
は
G

コ
ー
ス
と
未
来
探
究
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
、

高
校
は
G
コ
ー
ス
、
選
抜
コ
ー
ス
、
未
来
探

究
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
体
制
と
な
る
。

　
「
G
コ
ー
ス
の
到
達
目
標
は
国
公
立
大
学
、

有
名
私
立
大
学
、
お
よ
び
海
外
の
大
学
で
す
。

帰
国
子
女
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
・

生
徒
に
も
対
応
。
A
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討

中
で
す
。
英
語
+EdT

ech

+
グ
ロ
ー
バ
ル

探
究
で
進
路
満
足
度
１
０
０
％
を
目
指
し
ま

す
」
と
平
井
校
長
は
そ
の
ね
ら
い
を
話
す
。

今
春
の
大
学
合
格
実
績
が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ

学
校
型
推
薦
で
神
戸
大
学
へ
も
合
格
者

　

平
井
正
朗
校
長
の
着
任
直
後
か
ら
始
ま
っ

た
学
校
改
革
は
、
一
年
を
経
て
早
く
も
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
今
春
の
卒
業
生
の
大
学
合

格
実
績
が
大
き
く
飛
躍
し
た
の
だ
。

　

神
戸
大
学
に
学
校
推
薦
型
選
抜
で
の
合
格

者
を
輩
出
し
た
の
を
始
め
、
広
島
大
学
、
大

阪
公
立
大
学
、
そ
の
ほ
か
医
学
科
へ
も
２
名

の
合
格
者
を
出
し
た
。
関
関
同
立
、
産
近
甲

龍
の
合
格
者
も
増
加
、
併
設
大
学
の
関
西
国

際
大
学
や
、
他
の
私
立
大
学
を
含
め
卒
業
生

の
70
・
５
％
が
４
年
制
大
学
へ
進
学
。
昨
年

ま
で
と
比
較
し
て
大
き
く
数
字
を
伸
ば
し
た
。

ま
た
、
短
期
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
を
含
め

る
と
92
％
が
進
学
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
へ
向
け
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　
「
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
、
高
３

学
年
団
と
進
路
指
導
部
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
に
向
け
て
邁
進
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
上
が
り
、
表
情
も
と

て
も
明
る
い
。
課
題
に
も
自
主
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
平
井
校
長

は
生
徒
た
ち
の
成
長
に
喜
び
を
表
す
。

英
語+EdTech+
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
で

進
路
満
足
度
1
0
0
％
を
目
指
す
新
コ
ー
ス
誕
生

　

英
語
教
育
の
時
間
を
、
授
業
+
課
外
活
動

で
週
10
時
間
以
上
確
保
し
、
担
任
は
ネ
イ
テ

ィ
ブ
と
日
本
人
教
員
の
２
人
体
制
と
す
る
。

授
業
は
英
語
で
行
い
、EdT

ech

教
材
を
利

用
し
た
個
別
最
適
化
学
習
を
徹
底
。
評
価
方

法
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
採
用
し
、
学
習

履
歴
を
積
み
上
げ
て
い
く
方
針
だ
。

　
「
夏
期
・
冬
期
休
暇
中
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
（
校
内

外
で
の
実
施
含
む
）、
集
中
講
座
と
し
て
は
、

関
西
国
際
大
学
と
の
連
携
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
留
学
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
理
事
長

特
別
講
演
会
や
校
長
特
別
保
護
者
面
談
も
組

み
込
み
、
生
徒
―
保
護
者
―
学
校
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
D
X

化
に
対
応
し
た
教
育
実
践
を
展
開
し
ま
す
」

英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
「
英
語
で
学
ぶ
」

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
で
自
然
体
の

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

G
コ
ー
ス
に
お
け
る
英
語
教
育
で
は
、

「
英
語
を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
「
英
語
で
学

ぶ
」
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
そ
の
方
法
の
一

つ
が
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
だ
。

　
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
と
は
『
浸
す
こ
と
』
の

意
味
で
、
英
語
に
浸
り
き
っ
た
環
境
に
お
く

こ
と
で
す
。
G
コ
ー
ス
で
は
英
語
の
海
を
泳

ぎ
、
自
然
体
で
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
く
こ
と
を
目
途

と
し
、
音
楽
、
家
庭
科
、
美
術
、
理
数
系
教

科
な
ど
の
科
目
に
も
英
語
を
取
り
入
れ
た
学

習
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」
と
平
井
校
長
。

　

長
期
留
学
し
な
く
て
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
レ
ベ

ル
に
近
づ
け
る
よ
う
指
導
を
展
開
す
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
し
っ

か
り
と
発
信
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
」
を
設
定
。

　
「
コ
ン
セ
プ
ト
は
様
々
な
課
題
解
決
と
、

社
会
貢
献
の
た
め
の
文
理
共
創
の
地
平
を
科

学
的
な
側
面
か
ら
押
し
上
げ
て
い
く
こ
と
。

同
時
に
、
知
識
集
約
型
の
学
習
を
見
据
え
、

将
来
、
日
本
を
含
む
世
界
の
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
産
学
協
同
で
行
っ
て

い
く
こ
と
で
す
」

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
必
履
修
科
目
を
お
さ
え

た
上
で
、
可
能
な
限
り
、
英
語
お
よ
び
グ
ロ

ー
バ
ル
探
究
の
時
間
に
充
て
、
演
習
量
を
大

幅
に
増
加
す
る
。

　
「
背
景
知
識
を
強
化
し
、
論
理
的
思
考
力

を
涵
養
、
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
・
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内

の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
大
学
で
も
通
用
す
る

学
力
を
育
成
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
英
語
４
技

能
を
徹
底
的
に
マ
ス
タ
ー
し
、
海
外
事
情
に

精
通
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化

や
歴
史
な
ど
を
発
信
で
き
る
力
を
育
成
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
」

○

　

高
校
で
は
大
学
受
験
対
策
と
し
て
、
校
内

予
備
校
「
山
手
ア
ド
バ
ン
ス
講
習
」
を
開
講
。

２
０
２
１
年
度
は
実
力
派
の
予
備
校
講
師
を

招
聘
し
、
英
語
、
国
語
を
開
講
し
、
好
評
だ

っ
た
。
２
０
２
２
年
度
は
英
語
、
国
語
、
数

学
の
３
教
科
を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
本
校
の
指
導
方
針
は
、
進
路
満
足
度
１

０
０
％
で
す
。
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な

く
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
持

続
的
に
実
現
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本

校
独
自
の
学
び
の
選
択
を
通
じ
て
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化

を
乗
り
越
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。
生
徒
た
ち

が
豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
」
と
平
井
校
長
は
結
ん
だ
。

いちばん大切なことを知りたい…　あなたの生徒にもぜひ読んでいただきたい… 学 校 散 策

２
０
２
３
年
、中
高
に
新
コ
ー
ス「
グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
」誕
生
！

個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
で
、進
路
満
足
度
1
0
0
％
を
目
指
す

神
戸
山
手
女
子
中
学
校

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校

神
戸
山
手
女
子
中
学
校

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
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■校　長
■住　所

■電　話
■交　通

■生徒数

■ＵＲＬ

　1924年に「山手学習院」として創立された神戸山手女子中学
校高等学校は、今年度で98周年を迎える伝統校。建学の精神「自
学自習」「情操陶治」のもと、女子教育に貢献してきた。その歴
史ある女子校に今、かつてないほどの大きな変化の波が押し寄せ
ている。2020年に学校法人濱名学院と法人合併したことをきっ
かけに始まった改革は、2021年に「学校改革のエキスパート」
である平井正朗校長を迎え、本格的に動き始めた。そして2023
年度には国際社会に通用する本物のグローバル教育を実践すべ
く、新たなコースが誕生する。生徒の進路満足度100％を目指す
と話す平井正朗校長に取材した。

平井　正朗
〒650-0006
神戸市中央区諏訪山町6番1号
078-341-2133
JR神戸線「元町」駅、阪急電鉄「神戸三宮」駅、
阪神電鉄「元町」駅、山陽電鉄「元町」駅、
神戸市営地下鉄「県庁前」駅、
神戸市営バス「諏訪山公園下」など
47名（中学校）
288名（高等学校）　合計３35名
https://www.kobeyamate.ed.jp/
　　　　　  ほぼ毎日更新！校長ブログはこちらから
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美しい景観の中に建つ優美な校舎

Gコースでは週10時間以上の英語の時間を確保。
担任はネイティブ教員＋日本人教員の2人体制

広報チームは女性でかためた。通称「山手ガールズ」

EdTech教材を活用し個別最適化学習を実施EdTech教材を活用し個別最適化学習を実施

平井 正朗 校長


